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冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：12月 8日（金）、23日（土） 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                   (和田記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 12月、1月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：12月 2日（土）、10日（日）、11日（月）、18日（月） 

1月 6日（土）、14日（日）、15日（月）、22日（月） 

活動時間：10:00～15:00                                                               （福田記) 

 

 
 
 

目 次 
 
 

1P 活動予定 

7P 活動報告 

16P 月刊ブックレビュー 

17P 掲示板 

18P 編集後記 

 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

リンドウ＠名瀬   （撮影：福田 渉） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 

活動予定 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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★■フォレスト 21「さがみの森」 

「フォレスト 21さがみの森」は毎月第 2土曜日と第 4 日曜日に定例活動をしています。 

12 月は、9日(土)、24日(日)に定例活動を予定しています。 

活動内容は、間伐、除伐、ツル切り、道づくりを予定しています。 

■集合時間：8：30 

■集合場所：橋本駅(JR横浜線・京王線)南口マクドナルド前 

■参加費 ：300円 

レンタカーに乗り合わせて約 30分 

■ヘルメットや道具等は現地の倉庫にあり、借りられます。 

■天候等による中止の場合 

降水確率が終日高い、台風・雪など活動中や現場までの道のりに危険が予想される場合は中止します。 

その際は、前日の 18時までに「調整さん」に中止の旨を書き込みます。            (久保記) 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「都筑の丘に大塚・歳勝土遺跡と富士塚を訪ねる」  

今回は大橋が企画しています。 

日 時：12 月 20 日（水）、23 日（土） 注：両日とも雨天中止 

集 合：横浜市営地下鉄グリーンライン/ブルーライン センター北駅 改札外（改札は一ヶ所） 10：00 

解 散：横浜市営地下鉄グリーンライン都筑ふれあいの丘駅 14：00頃を予定 

募集定員：各回 50 名 

コース概要：センター北駅(集合) → 大塚・歳勝土遺跡 → 都筑民家園 → 茅ヶ崎城址公園 → 

センター南駅 ⇒(地下鉄)⇒ 都筑ふれあいの丘駅 → 川和富士 → 都筑ふれあいの丘駅(解散) 

今回は、多摩丘陵に築かれた弥生時代の住居跡や墓跡、城址、富士塚等を訪ねます。 

多摩丘陵と言っても、現在は、港北ニュータウンの開発で、丘陵の景観の大部分は宅地に変わってしまい

ましたが、かつての樹木が生い茂った丘陵の景観を思い浮かべながら、史跡を訪ねたいと思います。 

午前は、大塚・歳勝土遺跡、民家園、茅ヶ崎城址等を訪ねます。大塚・歳勝土遺跡は、早渕川北岸の台地

に作られた弥生時代中期の遺跡で当時のムラとその墓跡です。民家園は移築された江戸時代の民家、茅ヶ崎

城址は 15～16世紀に築造された城の遺構です。 

午後は、川和富士を登ります。川和富士は、幕末に築造された塚を移築したもので、周囲との比高 18m ほ

どの富士塚です。富士登山を楽しみたいと思います。 

申し込み：実施日の 5 日前までに、JFIK ホームページ参加申し込みフォームで申し込んでください。 

申し込み状況によっては受付締め切り期日前に受付を終了する場合がありますので、ご了承下さい。 

その他：申し込み・企画の詳細は JFIK ホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。 

JFIK 会員によるサポートスタッフの募集を行っています。ご協力いただける方は、鈴置までご連絡ください。 

 

＜サポートスタッフについて＞ 

「神奈川の身近な自然を訪ねて」は、1 班～4 班 or 5 班に分かれて散策します。 

各班には JFIK 会員がリーダー（ガイド）として付き、解説等を行いながら散策します。 

サポートスタッフは各班の最後尾に付いていただき、おもに安全確保（人数確認、道路横断時のサポート、階 

段等での注意喚起等）についてサポートしていただきます。 

尚、サポートスタッフを何度か経験していただき、「神奈川の身近な自然を訪ねて」の状況を把握していただい 

た方の中から、安全担当やリーダー（ガイド）をお願いするようにしています。 

詳細については、鈴置にお尋ねください。 
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＜2024 年 1 月～ 3 月の予定＞ 注：予定は変更になる場合があります。 

Ⅰ. 1 月 24 日(水）、28 日(日)：寒川神社とその周辺の自然と歴史を訪ねる 注：曜日に注意 

Ⅱ. 2 月 10 日(土）、14 日(水)：（仮題）梅の 2月、曽我の里の自然と歴史を訪ねる 

Ⅲ. 3 月 13 日(水）、16 日(土)：（仮題）都筑区山田付近の自然と歴史を訪ねる 

＝参加申し込み受付について＝ 

参加申し込みは、当会ホームページに案内が掲載されるまでお待ちください。 

当会ホームページに案内が掲載される以前に参加申し込みの受付は行いませんのでご注意ください。 

 (大橋記) 

★■四季の森公園 

12 月は観察会の予定はありません。来年初めの予定は以下の通りです。 

1月 21日（日）13：00～15：00「自然を訪ねて～春を待つ生き物たち」 

2月 18日（日）10：00～12：00「自然を訪ねて～冬の野鳥」           （四季の森公園担当 記） 

 

■室内勉強会（オンラインで実施） 

12 月の室内勉強会は久野さん(H25)が講師です。JFIK で活発な活動をされている「森こい俱楽部」は今年 10

月に 50 回開催の節目を迎えました。勉強会では事務局代表の久野さんから「森こい俱楽部」への思いと共に、

コース設定の方法やご苦労話、樹木と精霊、菌根菌、生存戦略、林業、街路樹など幅広くお話しいただきます。

会員必見の内容ですので、多くの方々のご参加をお待ちしています。 

 

日 時：12月 8日(金)  19:30～21:00 

テーマ：「森こい倶楽部の心」～樹林にパワーをいただいて 

講  師：久野正樹（H25） 

概 要： 2018 年 4 月にスタートした森こい倶楽部も 50 回以上実施してきた。安全第一を心掛け参加者の理解

もあり大きな事故もなく現在に至っている。活動の中で、雑多ではあるが、気が付いた事、気になったことな

どを振り返ってみた。観察会的活動では、物質面的な期待（植物の名前・比較など）が普通である。一方で、

人間も自然に抱かれ、自然の恩恵にあやかってきたと共に、その驚異に畏敬の念を示してきた。神話の時代か

ら、それを八百万の神として敬ってきた。物事を受容し安寧を得る生き方ととらえ、精神面からの樹木を精霊

と見るアプローチも体験し、そのような経験から、森こい倶楽部を通じ物心両面、特に心からの視点に焦点を

あててみた。 

 コロナ 3 年後は、AI により人間活動が大きく変化するような気がする。その時にアイデンティティを維持し、

何をよりどころに終活を迎えられるか、現状では、森こい倶楽部の活動を通じての自然への精神的発露が重要

な要素になりそうである。                                          （講師記) 

 

参加方法等：会員宛にメールで参加要領をお送りしますので、ご自宅のPCやスマホから、Zoomミーティングの

URLをクリックして参加してください。 

※皆様の参加をお待ちしています。 

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com           📱：090-3532-0479 

              佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com  📱：080-1081-1034  

                                           （佐藤(淳)記） 

■山こい倶楽部 第 99回企画「鋸山」 

12 月の山こいは普段とちょっと趣を変えてフェリーに乗って東京湾を横断し、千葉県の鋸山に向かいます。 

mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:sato.forest2807@gmail.com
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海からの景色や海鳥の観察も期待できるのでちょっと重いですが双眼鏡があるとさらに楽しめると思います。 

今回の企画は中澤均さんによるものです。 

 

内 容：鋸山 330mは、三浦半島の対岸千葉県側にある日本百低山に選定された山です。山は凝灰岩から成り、 

「房州石」と呼ばれる良質石材の産地で、江戸時代から盛んに石切りが行われました。石切りの跡が 

山頂部を鋸の歯の様に見せています。 

     東京湾展望台、石切り場跡、地獄のぞき、百尺観音、大仏など見所が豊富です。 

石材を運び出した荷車の轍の残る車力道コースを上り鋸山に登頂後、山頂部の 

見所を回ってから観月台コースで下山します。 

往復フェリーからの景色や海鳥観察も楽しみます。 

期 日：12月 16日（土） 

集 合：京急久里浜駅 2番バス乗り場 7:50（8:00発「東京湾フェリー」行きバスに乗車） 

解 散：同上 16:20頃 

行 程：京急久里浜駅    (集合 7:50-8:00)<バス>➡久里浜港    (8:10-8:20)<東京湾フェリー>➡金谷港 

    (9:00-9:10)～浜金谷駅～車力道コース～切通し～東京湾展望台～鋸山(11:00-11:10)～切通し～ 

石切り場跡～地獄のぞき～大仏    (12:00-12:30)～観月台コース    ～金谷港     (15:10-15:20) 

    <東京湾フェリー>➡久里浜港    (16:00-16:10)<バス>➡京急久里浜駅(解散 16:20) 

持ち物：飲み物、昼食、行動食、雨具、防寒具、医薬品、地図、コンパス、（ストック）、ヘッドランプ（予備 

電池）、携帯電話（スマホ）、健康保険証、その他秋の登山に必要な物 

参加費：500円(他にバス代 240円×2回、フェリー代往復 1,600円、日本寺入山料 700円) 

歩行時間：標準コースタイム(金谷港から鋸山周回)4時間 50分 

     行動時間(9:10～15:10)6時間（休憩 40分含む） 

コース状況；特に危険箇所は有りませんが、一部急な階段（手摺付）の上り下りがあります。 

エスケープルート：日本寺から保田駅側に下山可能、山頂部からロープウェイで下山することも可能 

リーダー：中澤 均（090-6185-7923)  サブリーダー：境 実 （090-7812－9809）     （中澤(均)記） 

 

注意事項： 

* 発熱など、コロナウィルスに感染の疑いのある場合は参加をご遠慮ください。 

* 会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

* 海上は風が強いと思われますので防寒対策を十分してください。 

* 天候などで中止をする場合は前日 20：00までに参加者に連絡します。 

* 不明な点は事務局までご連絡ください。 

参加を希望される方は 12月 13 日（水）までに松井までメールでお申し込みください。 

(山こい事務局 松井公治 ma1950koji@yahoo.co.jp） 

 

■森こい倶楽部第五十二回案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

テーマ：篠原城址から小机城址の名木古木、新横浜公園の渡り鳥（横浜市港北区） 

プラス Oneテーマ:竹林  

開催日：12月 3日（日）10:00～15:30 

集 合：JR横浜線 新横浜駅 北口改札外 10：00 

mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
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リーダー：石川 雄一（H25） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策:ガイドは原則マスクをしますが、参加者の皆様は自己判断でお願いします。 

申し込み：ご参加の方は、12 月 1 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願い

します。 

メールアドレス：m.hisano77@gmail.com TEL:090-8280-1816 

概要・行程 

相鉄・東急新横浜線の開業で利便性が向上した新横浜ですが、篠原口は静かな佇まいのままです。篠原～岸根

～小机と続く丘陵地には豊かな自然が残っています。篠原城址から小机城址の間には、歴史ある寺社の名木古

木、岸根公園などの眺望が楽しめます。鶴見川流域センターでは防災の大切さを学び、新横浜公園多目的遊水

地では渡り鳥の飛来を期待し、日産スタジアムを含めた広大な遊水地の機能も実感しましょう。11 月に入って

も高温が続きそうな気配ですが、変化に富んだ初冬の色づく気配をお楽しみください。 

コース概要：新横浜駅🚻→正覚寺→篠原城址緑地→長福寺→篠原八幡宮→東林寺🚻→岸根公園🚻（昼食）→ 

貴雲寺🚻→三会寺→本法寺🚻→小机城址市民の森🚻→鶴見川流域センター🚻→新横浜公園 

（鶴見川多目的遊水地）🚻→日産スタジアム🚻→新横浜駅🚻（解散） 

歩行 9㎞（アップダウウンが若干あります）途中でのエスケープ可能です。 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

 

■森こい倶楽部第五十三回案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

テーマ：早川ビランジュ街道から早川漁港、小田原城遺構へ（小田原市）  

プラス Oneテーマ:ビランジュ  

開催日：1月 14日（日）10:00～15:30（第 2週ですのでご注意ください） 

集 合：箱根登山鉄道 箱根板橋駅 改札外 10：00 

リーダー：広川 一久（H26） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

申し込み： 1月 12日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いします。 

メールアドレス：m.hisano77@gmail.com（変更しました） TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程 

国指定天然記念物早川のビランジュから、早川の古刹・漁港経由、小田原城を巡る。小田原城の西、早川を越

えると箱根の山が海岸まで迫り、多くの樹叢が広がる、静寂な緑深い地区。源頼朝が旗上げた石橋山も近い。

寺社も多く、紀伊地方から来たという木地師・箱根細工の里でもある。森は海の恋人、歴史ある早川漁港近辺

からの相模湾の眺望も新春には最適である。早川を渡り小田原城総構の一部、小田原城主大久保氏所縁の古刹

など歴史地区を訪ねる。東海道から、小田原城周辺など、小田原市にある十数本のビランジュの半分近くと、

多くの天然記念物の樹木・社叢林などを訪ねる。木造商業観光施設「ミナカ小田原」にも立ち寄り、屋上から

の素晴らしい眺望に一年の弥栄を祈念しましょう。 

 

コース概要 

 箱根板橋駅    →早川大窪橋→山安ひもの館    →早川のビランジュ（国指定天然記念物・かながわ名木 100 選）

→海蔵寺（大森氏頼開基、元小田原市天然記念物ビランジュ、）→東善院（魚籃観音）→久翁寺→早川観音（ビ

mailto:m.hisano77@gmail.com
tel:090-8280-1816
mailto:m.hisano77@gmail.com
tel:090-8280-1816
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ランジュ）→真福寺（小田原市天然記念物タブ・イトヒバ）→紀伊神社（小田原市天然記念物社叢林）→漁港

の駅 TOTOCO    （相模湾屋上眺望抜群）（昼食）→小田原漁港     （紅白小田原提灯燈台ビューポイント）→早川

橋→小田原用水→小田原城総構早川口遺構→大久寺（小田原城主大久保氏菩提寺）→光円寺（春日局開基、板

橋見附の大イチョウ）     →居神神社→東海道→天神坂（ビランジュ）→尊徳神社→小田原城址（ビランジュ・

小田原市天然記念物ビャクシン・イヌマキ・クロマツ）    →ミナカ小田原    →小田原駅      

歩行約 8㎞（早川のビランジュへの登り他はあまりアップダウンはない） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

 

以降の予定 

2月 4日（日） 新林公園から片瀬山公園へ、富士の眺望を楽しむ（藤沢市） 

3月 3日（日） 春の渋沢丘陵・震生湖から中井吟行の道（秦野市・中井町） 

4月 7日（日） 太田道灌 夢見ヶ崎公園、寺社と動物園の融合（川崎市幸区） 

（事務局代表 久野） 

 

■鳥こい倶楽部 2024シーズン 第 1回「水元公園」（案内人：中澤均） 

「水元公園」は東京都内最大の都市公園で、園内には湖沼、森林、葦

原、野原など多様な環境が揃っています。特に冬季には多くの野鳥が

集まって来ます。また、毎年の様に珍しい野鳥が観察されています。 

神奈川からは多少遠いですが、小田急線からの直通電車もあり、神

奈川からの交通の便は比較的良く、野鳥観察が充分楽しめフィールド

です。  

日 時：12月 27日（水）9:30～15:30頃 

集 合：JR常磐線 金町駅南口バスのりば 5番 9:30 

  （9:43発「みさと団地」行乗車予定） 

解 散：同上 15:30頃 

予定コース：金町駅（集合 9:30）⇒桜土手バス停→水元公園～ごんぱち池～水辺のさと～第一観察台～ 

水元大橋～涼亭付近(昼食)～芦原～メタセコイアの森～5番観察窓～水生植物園～せせらぎ広場～ 

ポプラ並木～かわせみの里(鳥合わせ)～水元５丁目バス停⇒金町駅（解散 15:30頃）  

参加費：500円（CONE保険・資料代含む） 

装備等：冬のハイキングの服装（雨具・防寒具含む）、お弁当、飲み物、レジャーシート、双眼鏡、 

スコープ（お持ちの方）、野鳥図鑑等 

参加対象：JFIK会員、会員の家族・友人・知人（万一の場合、会員から連絡可能な方に限ります)  

参加申込：本番 2日前までに Eメールで中澤均 h-naka@k04.itscom.net まで。 

    CONE保険に加入しますので、お名前と年齢をお知らせください。 

中止判断：雨天・荒天予報の場合は中止します。 

    中止の場合は、前日夕方までに JFIK-MLにてお知らせします。 

・2024 シーズン今後の予定（カッコ内は案内人：敬称略） 

 1月 31日(水) 境川遊水地公園（山路洋護） 

 2月下旬    多摩川中流域（松井公治） 

 3月中下旬   狩川と酒匂川（角田昌司） 

 4月以降    募集中 

mailto:h-naka@k04.itscom.net
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■2023年度第 2回目谷本小学校森林保全作業 

日 時：11月 11日(土) 9:00～11:00 曇 

場 所：横浜市立谷本小学校（青葉区）隣接校有森林及び体育館前校庭 

参加者：児童 66名､保護者､教職員 40合計 106名 

JFIKスタッフ：加納、河野、坂間、田中、松田 

 

概要： 

 近畿地方で木枯らし１号が吹いたこの日、ここ横浜も１週間前の夏日とは様変わりして寒い曇天となりまし

た。参加者は前回より少し少なく 106名。 

JFIKスタッフは 8時 30分に校庭に集り､作業内容の確認をしました。 

教職員も同じく作業道具や補修材料の準備、長机等の設営にかかります。参加者は 8 時 45 分受付開始、コロ

ナ対策のマスクをしている人はほとんどいませんでした｡ 

高橋校長先生、PTA役員の挨拶の後、JFIKスタッフが作業内容と班分け等について説明します。今回の作業は

次の通りです。 

① ビオトープ(生息池)周辺清掃､除草、落下ギンナンの片付け 

② 遊歩道の清掃(落葉集め、除草) 

③ 遊歩道の階段の整備、補強 

 この内、①は 1,2 年生と保護者、②は 3，4 年生と保護者、③は 5,6

年生と保護者(おやじの会)が分担します。以前の作業と異なるところ

は、ビオトープ池近くのイチョウによる落下ギンナンの後片付けでこ

れは教職員の方にお願いすることになりました。またビオトープ池の

浚いは、池自体の工事の予定の為次回以降に行うこととしました。 

また作業での注意点としては①前日の雨で滑りやすくなっている

為、遊歩道での作業時に気を付けること、②最近スズメバチの巣が見

つかり駆除されたとの事で

すが、ハチなどへの対応も伝達しました。 

担当の先生の話では今回も 2,3 割がリピーターで 7 割位が初めて

の人ということですが、父兄はもちろんの事生徒たちも JFIK スタッ

フ、教職員とのコラボもあり慣れた感じで作業を行いました。保全

作業は1時間一寸で終了。落葉が片付けられ、きれいになった遊歩道

を通って校庭にもどり、使った道具の後片付けをします。 

引き続き田中さんによる､

この保全作業と関連付けての環境教育を行いました。大きな模造紙の

資料を使い、「人間と木の違い」、「人間に必要なもの」、「それを育んで

いる森林の大切さ」等について質問し、解説します。今回この森の話

に参加した学童は 24,5 名でしたが、熱心な視聴とともに、質問に対し

ては､正確な答も返って来ました。 

この後のネイチャーゲームは整備された森に戻り、植物探しのビン

活動報告 

遊歩道階段補修 

環境教育(森の話) 

ネイチャービンゴゲーム 
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ゴゲームです。探す対象としては、匂いのある葉っぱやコケ類には多少苦戦したもののほとんどのグループが

ビンゴを完成していました。 

最後にスタッフ持参のドングリを教職員から受け取り解散しました。         (文と写真 松田) 

 

■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：11月 4日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 45名（JFIK：6 名 地元・地域ボラン 

ティア：8名 ファミリー･子供：22名  

横浜メダカの会：9名) 

作業内容：●ゾーン 8の竹林間伐、古竹・古木の整理、タケに絡んだ

ツルの除去 ●こども里山体験班：さつま芋焼き体験 ●アジサイ園

除草：2 台の刈払機使用、アジサイの花殻摘み ●横浜メダカの会：

緊急避難池の確認、メダカ池の環境整備 

 

作業 2回目 

日 時：11月 12日（日）10:00～15:00 

参加者：合計 7名（JFIK：3名 地元・地域ボランティア：1名 

小学生：3名) 

作業内容：●小屋左上のアジサイ園の花殻摘みと絡んだツタ性植物の

除去、落ちた枝の撤去 

 

 

 

作業 3回目 

日 時：11月 13日（月）10:00～15：00 

参加者：合計 13名（JFIK：7 名 地元・地域ボランティア：6名) 

作業内容●アジサイ園（果樹園）奥部の倒木処理 ●ゾーン 8 のササ

刈り・除草、竹林間伐・整備、しがら柵づくり 

 

 

 

作業 4回目 

日 時：11月 20日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 17名（JFIK：7 名 地元・地域ボランティア：10名） 

作業内容：●ゾーン 8 の竹林整備 ●2023 年度の維持委託造園業者

（港薬品造園）との立会い               (福田記) 

 

 

 

集合写真 

駐車場上右側の斜面のツルを除去 

アジサイ園での作業 

ゾーン 8でしがら柵づくり 
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■神奈川の身近な自然を訪ねて～錦秋の鎌倉・二階堂を訪ねる～ 

日 時 11月 22日（水）、25日（土） 10：00～14：30 

参加者：一般 42名（22日 26名、25日 16名） 

スタッフ：12名（22日 7名 山路、坂間、昆野、佐藤(淳)、田川、河野、大橋、25日 5名 山路、菅原、田川、 

鈴置、坂間） 

コース：JR鎌倉駅（バス）→大塔の宮バス停→鎌倉宮→覚園寺（昼食）→永福寺跡→瑞泉寺→護良親王墓→ 

大塔の宮バス停 

 

22日は晩秋の陽ざしの暖かい絶好の観察会日和、一転 25日は北風の寒い一日となりました。JR鎌倉駅に集合

し、22 日は 5 班、25 日は 4 班に分かれバスで大塔の宮バス停に移動しました。ここは鎌倉宮の門前です。境内

の紅葉は見頃までにまだすこし時間がかかるようでした。 

鎌倉宮の創建は明治 2（1869）年。祭神は護良親王で、父である後醍醐天皇とともに鎌倉幕府倒幕と天皇親政

の復活（建武の中興）で活躍しましたが、その後足利尊氏に捕らえられ処刑されました。その処刑場になった

東光寺が現在鎌倉宮のあるところでした。明治天皇は建武の中興に尽くした親王の終焉の地である東光寺跡に

神社造営の勅命を発し、自ら社号を鎌倉宮と名付けました。 

本殿にお参りしてから、護良親王が 9か月にわたり幽閉されていた

と伝わる土牢を訪ね、建武の中興に思いをはせました。神苑では仰

ぎ見るクスノキの大木群がありました。護良親王ゆかりの宝物、ま

た奉納品を所蔵している宝仏殿を拝観し、鎌倉宮を後にして覚園寺

に向かいました。 

道すがらコウテイダリアがきれいに咲いていました。サネカズラ

の赤い果実も目立ちます。覚園寺境内のモミの大樹にだんだんと近

づいていきます。 

建保 6（1218）年に北条義時が建立した大倉薬師堂が覚園寺の前身といわれています。 

北条義時は 2代執権として執権政治の基礎を築きました。源実朝が鶴岡八幡宮の大銀杏の下で公卿に惨殺され

た前年、実朝に付き従って鶴岡八幡宮に参拝した夜、義時の夢枕に現れた薬師十二神将の戌神が「来年の拝賀

には供奉せぬように」と告げられ、突き動かされるように建立したのが、大倉薬師堂でした。果たして翌年の

鶴岡八幡宮拝賀の日、実朝の供についた義時は、楼門をくぐるやいなや錯乱状態に陥り、ともに供奉していた

源仲章に後を託してそそくさと退出してしまいました。その後のことは伝説のとおりで仲章も命を落としまし

た。のちに義時は、楼門に至った戌時に目前に戌神が見えて錯乱した、と語ったと伝えられています。 

永仁 4（1296）年、9代執権北条貞時が蒙古襲来の難を逃れることを

祈願して、その薬師堂を寺に改め覚園寺を建立しました。開山は智海

心慧、開基は北条貞時。本尊の薬師如来像ほか多数の仏像が国の重要

文化財に指定されています。 

山門をくぐって境内に入ると、この時期多くの参拝者がいました。

愛染堂、地蔵堂、千体堂、やぐら、旧内海家と順路に沿って拝観し、

11 時半に本堂・薬師堂に全斑、全員集合して住職と寺僧から寺歴や仏

像について、丁重な説明をうけました。 

真っ赤に色づいたコマユミ、セイヨウニンジンボク、サカキの大

木、色とりどりのイロハモミジ、枯れたグミ、カヤの大木、鮮やかな黄色の大イチョウ、ナギのとんねる、珍

しいブッシュカン、高木のメタセコイア、イヌマキの古木など、多くの樹木に出会いました。 

鎌倉宮神苑の「護良親王御土牢」 

覚園寺山門 
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庫裏の一画をお借りして昼食をとり、午後は往路を引き返し永福寺跡に向かいました。永福寺は奥州平泉を

攻めた源頼朝が、合戦で亡くなった数万の将兵の鎮魂のために建立しました。平泉で目にした毛越寺や中尊寺

に感銘を受け建立を思い立ち、様式も参考にしたといわれています。当時の絵図などが残されておらず、1983

年～96 年にかけて行った発掘調査の結果、全体の規模や配置が明らかになりました。当時の寺院としては全国

でも有数の規模であったと考えられています。頼朝の没後は、歴代将軍により境内で華やかな行事（蹴鞠、酒

宴、花見、雪見、歌会など）が行われ、幕府のサロン的役割をはたしたようです。 

現在は基壇まで復元されていて、広大な跡地と白雲を映した池に向かって思わず深呼吸をしたくなりました。 

ほど近い瑞泉寺の開山は夢想疎石、開基は二階堂道蘊で、嘉暦 2

（1327）年に創建されました。夢想疎石は臨済宗の禅僧で、鎌倉では

浄智寺や円覚寺などにも歴住しました。また夢想疎石は作庭に長じ、

京都の西芳寺や天竜寺など名庭を残しています。瑞泉寺の庭園も疎石

作といわれています。岩盤を大胆に削って滝と池を配し、中島に橋を

渡した簡素な庭は見るほどに印象的です。 

山門までの階段の登降は疲れている身には細心の注意が必要です。

境内では、ミツマタの花芽がふくらみ、センリョウ、マンリョウ、ナ

ンテンの赤い果実がきれいでした。 

帰路、土砂崩壊で立ち入り禁止となっている護良親王墓を訪れました。門前に理智光寺跡の石碑が立ってい

ます。建武元（1334）年、護良親王は足利尊氏によって捕らえられ、殺害されて首は藪の中に捨て去られまし

た。その首を葬ったのが理智光寺の住職とのことです。 

二階堂の静かな裏道を通って大塔の宮バス停にもどり、参加者全員無事解散しました。     （山路記） 

 

■四季の森公園特定植物観察会「ドングリの仲間」 

日 時：11月 3日(祝・金) 13：00～14：30 快晴 

場 所：四季の森公園 はす池､あし原湿原周辺 

参加者：17名(内子供 4名) 

JFIKスタッフ：松田、嶺、日比野 

公園スタッフ：1名 

概 要： 

 この 11 月 3 日の観察会は「中山祭り」と重なります。昨年はコロナ流行の鎮静化で、多少遠慮気味に催され

たようでしたが、今年のそれはコロナ以前に戻ったように盛況でした。そのためか特定植物「ドングリの仲間」

の観察会は、事前申し込みが 5名と少なく、これまでで最小参加人数になるかと心配されました。公園サイドで

2度の園内放送で参加を呼び掛けて頂き、最終的には 17 名の参加者でスタートすることになりました。 

 今年の公園の状況は、やはり猛暑の影響か、この時季にしては枯葉が多く、特に大きなケヤキにそれが目立

ちました。但しナラ枯れはピークを過ぎたようで、昨年の 300 本に対して今年は 10 数本との事でした。また倒

木対策の為か観察ルートの内 2,3通行止めがあり迂回した箇所がありました。 

 公園北事務所前で、ドングリのなるブナ科の樹について簡単に解説します。日本にある 22 種の樹の内この公

園には 7種類があるが、アラカシ、ウバメガシは多少離れたところにあるため、今回の観察ルートではマテバシ

イ、シラカシ、コナラ、クヌギ、(シバ)クリ 5種が見られること等を説明しました。 

瑞泉寺庭園 
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 17名を 9人と 8人に分け 1班ははす池、あし原湿原を反時計回り、

2 班は時計回りで観察に出発。最初に出会うドングリの樹は北口広場

の隅にあるマテバシイです。今年も残念ながら実をつけておらず、持

参した実物、写真で名前の由来、食べ方等を説明しました。スタッフ

はドングリ以外の草木についても解説します。北口広場付近ではカツ

ラのバナナに似た実、甘い香りのする枯葉、また横浜市と相模原市の

シンボルであるケヤキでは街路樹や木材としての効用、主に寒冷地で

の紅葉の見事さ、アキニレはハルニレとの比較で解説。 

 はす池左岸の木道上では一部紅葉の始まったニシキギやムラサ

キシキブ、シュウメイギク、ハナノキ等、ヤマボウシは実が甘く別名ヤマグワと称されること等を解説。通行

止めのため満開のコスモスを左に見ながら左折し、一旦休息所に向い、橋を渡ってあし原湿原の前を通り元の

道に戻ります。途中にアキサンゴと呼ばれる赤い実をつけたサンシュユがあり、果実酒は滋養強壮剤となるこ

と、春の黄色い花はハルコガネと呼ばれることに触れました。あし原湿原の西側遊歩道にはサワラがありこれ

まではヒノキと書いてあったのが、やっと本名になったようです。ここでスギ、ヒノキ、サワラの見分け方、

日本の林業についても少し説明します。 

 この少し先の小さな谷戸付近にはクヌギ、コナラが並んで生えているところがあり、またシラカシも多く格

好のドングリの観察の場所となっています。コナラの実は大分落ちていましたが、クヌギはあまり見当たりま

せんでした。里山を代表する二つの樹について昆虫を呼び植生を豊かにすること、シイタケの原木、木炭材、

器具材として活用等やや詳しく話しました。 

 上の池手前をＵターンしてあし原湿原右岸を北に向かいます。ここから休憩所までに観察した木々はシナノ

サワグルミ、クリ、キブシ、ヤシャブシ、ミツマタ等です。ミツマタは和紙、紙幣の原料となる事、春を呼ぶ

縁起の良い花として古来サキクサ「先草」と呼ばれたことを解説。 

 休憩所でトイレ休憩の後はす池に沿って北に進みます。このコー

スで見たものはハナイカダ、ホウノキ、ヤマザクラ、ツクバトリカ

ブト、ノダケです。ハナイカダは別名ヨメノナミダ、若葉が食用に

なること、ホウノキは花、葉が日本最大で、後者は朴葉味噌に使わ

れること、またツクバトリカブトの猛毒について話し、ノダケでは

カレー粉の匂いを体験しました。 

 最後はじゃぶじゃぶ池近くの斜面を上がった所にある、シラカ

シとコナラの観察です。この場所からから手に触れることができ

る位置に両者が生えています。コナラはほとんど落ちていました

が、シラカシはまだ十分残っており、縞のある殻斗がはっきり見

えました。ここで殻斗によるドングリの見分け方、名前によって

ドングリの 1 年生と 2 年生(その年の秋にみのるドングリと翌年の

秋にみのるもの)の区別ができることを学習しました。 

 北口広場手前では石垣のツワブキの黄色い花がいつものように

出迎えてくれましたが、これも暑さのせいか例年より少ない感じ

がしました。 

 両班の集合を待って持参のドングリとクラフトを全員に配って解

散。快晴無風、暑い位の陽気の中で観察会を無事終えることができました。                     (松田記) 

 

北口広場の近くでケヤキの観察 

 

じゃぶじゃぶ池近くの斜面でシラカシと 

コナラの観察 

事務所前でドングリとクラフトを配る 
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■室内勉強会 「ピッキオと軽井沢」 

日  時 ：11月 10日(金) 19:30～21:00  

講  師 ：加納裕美（R3） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者 ：内間、角田、梶浦、藏田、佐野(仁)、篠田、鈴置、瀬尾、高田、滝澤、田口、辻、寺元、鳥越、 

中澤(均)、西岡、羽田、日比野、福田、松井、山内、山崎、山路、山本(明)、山本(洋)、吉原、 

和田(昇)、佐藤(淳)、嶺 以上 29名 

  

 概要：講師の加納さんは今年 8月に「ピッキオ」に 7日間インターンとして参加されました。今回、前半はご

自身の自己紹介と「ピッキオ」の沿革や事業の内容を中心に、後半はネイチャーガイド事業プログラム参加体

験についてお話をしてくださいました。 

 自己紹介 

芸術計画学科を卒業後企業に就職、その後子育てを通して自然環境に関心を持つようになり「せっけん」「食

品添加物」などの勉強会活動をする。東京に転勤になり仲間もいない中で自然を求めて登山を始め、樹の名前

を覚え、森林インストラクター資格を取得。今後はオリジナルの体験を組み合わせたイベントをソロで展開し

ていきたい。      

経験値を上げるため「ピッキオ」のインターン生に応募。 

 ピッキオについて 

ピッキオとはイタリア語でキツツキのこと。中軽井沢の星野リゾートエリア

にビジターセンターがある。 

「株式会社ピッキオ」は森の価値を高めるエコリゾートを目指し、ネイチャ

ーツアー事業、エコツーリズム 

サポート、環境教育などを行っている。「日本野鳥の会」は昭和 9 年に中西悟

堂氏がこの地で設立した。 

「NPO ピッキオ」は「ヒトとクマの共存を目指して」をスローガンにツキノワ

グマの保護管理を行っている。 

ゴミ箱の刷新や畑の電気柵設置でクマを寄せ付けない対策はもとより、 

特に①クマの個体識別のデータ化のため電波発信器を付ける、②ベアドッグによるクマ追い払い、に力を入れ、

ベアドッグ育成も手がけている。             

 寮生活とインターン体験 

寮：個室 6畳、テーブル１、寝具一式。トイレ・シャワールーム・キッチンは共同。カマドウマに驚く。 

初日 ：ガイダンス、紹介ビデオ、諸注意、契約締結など。           

2日目 : ≪たんけん はじめての森・川≫にサブとして参加 未就学児対象 

    午前：野鳥の森を歩き“けものみち”を通して動物の生活、沢の軽

石から浅間山噴火の事など説明。 

    午後：「湯川」で川の生物“トビゲラ”を見つける。好きな石を拾

いストーンペインティング。 

3日目 : ≪こども冒険クラブ≫  小学生のみ参加のデイキャンプ。 

プログラム A：≪森を探検！夏のけものみちを進め！≫ 

    プログラム B：≪こどもだけの秘密基地！森のデイキャンプ≫  

Bに参加 

 

ベアドッグ 

ピッキオの活動エリア 
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４日目：≪親子のリバートレッキング≫ 

    流れが速く水温も低い「湯川」を遡上し、両岸に渡したロープで川を 

横断。後半はカジカ探し。その他カワゲラ、カゲロウ幼虫、トビゲラ 

幼虫など。 

夜はムササビウォッチング。 

5 日目：休暇日 子浅間山に登り壮大な浅間山の景観を楽しみ、信濃路自然歩

道～白糸の滝へ。 

6日目：≪ネイチャーキッズ森の家 キッズチャレンジ≫ 

    軽井沢プリンスホテル内の森の家でこどもを預かるサービスの中でのプログラム。 

手作りアスレチックで遊ぶ。昼食後本格的な水鉄砲合戦。キーホルダー作り。 

7日目：≪野鳥の森 ネイチャーウォッチング≫ サブで参加 

    カマキリに寄生して宿主を操り水に飛び込ませるハリガネムシを観察。クマの爪痕の付いたチェリー 

の木を観察、クマの食べ物、仕事、生活を学ぶ。夜は≪空飛ぶムササビウォッチング≫ 

インターンを経験して感じたこと、やりたいと思ったこと 

    〇ガイドは人柄が強く出る。魅力的になるには常に自分を磨かなければならない。 

〇森とヒトの繋がりを感じさせる観察会をする。ストーリー性を持たせる。 

    〇森の言葉に転換させるのがガイドの役目。（最後に教えてもらったこと） 

 

 インターンの報告と落とし込みをしたことで、加納さんの経験が意味あるものになったとのことです。 

風邪気味の中、貴重な体験談をお話いただきありがとうございました。          (佐野(仁)記) 

 

■山こい倶楽部第九十八回「大岳山」 

日 時：11月 11日（土）  場 所：大岳山 

集 合：JR五日市線武蔵五日市駅 8:15 

コースの概略： 

武蔵五日市駅前8:22＝（バス）＝8:52大岳鍾乳洞前9:00－9:40

大岳鍾乳洞－9:55 大滝入口⑤－⑩⑤－11:40 1066m ピーク⑤－

12:15 大岳山山頂 12:45－12:55 大嶽神社⑩－⑩－14:25 長尾平分

岐⑤－14:50御嶽山神社－15:00 御嶽山ケーブル駅 

（行動 6 時間、歩行 4時間 40分 10.7km） 

参加者：松井 (L)、中澤(靖）(SL)、中澤（均）、久保、辻、三樹、引田、田川、篠田  （以上 9名） 

 

山行経過 

大岳山は奥多摩東部に位置する標高 1266m の山で、三頭山・御前山とともに奥多摩三山と位置付けられてお

り、日本の二百名山にも選ばれている。山頂の大嶽神社には熊野権現が祀られており奈良時代から山岳信仰の

山として崇められてきた。近年では人気漫画『鬼滅の刃』の猪の頭を被る嘴平伊之助（はしびらいのすけ）の

出身地として『鬼滅の刃』の聖地にもなっているとのこと。 

人気の山でしかも紅葉の季節ということで武蔵五日市駅前のバス停には登山客があふれていたが、何とか予

定のバスに乗れて、予定通り 9:00 に大岳鍾乳洞前バス停から出発。最初は大岳林道をキャンプ場や大岳鍾乳洞

を横目に見ながら 1時間ほど歩く。林道のどん詰まりが大滝入口でここから登山道となる。大岳沢の沢沿いの道

を何回か木橋を渡り、時に徒渉しながら詰めて行く。チドリノキやサワシバの黄葉と苔むした岩の間を流れる

リバートレッキング 

大岳沢を行く 
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清流のコントラストが美しい。標高 800m を越えると沢を離れ稜線

まで 250mのジグザクの急登となる。 

稜線に出ると尾根の東がスギ・ヒノキの人工林、西が広葉樹林

となる。イヌブナやミズナラが見られるようになり、オオモミジ

やコハウチワカエデの紅葉も見頃だ。ウリカエデの黄葉も見られ

た。1066m のピークからは南西方面の山々が見渡すことができる

が、あいにく丹沢や富士山には雲がかかり、それとわかるのは道

志の御正体山くらいであった。山頂までは直登ルートを選択。手

も使って最後の 50m の急坂を登ると大岳山山頂（1266m）に飛び出

す。山頂には入れ替わり登山者がやって来て大賑わいであった。場所を確保して昼食とした。 

下山は交通の便を考えて御嶽山へ向かうルートを選択した。大嶽神社までの下りは時々段差のある岩場もあ

って気が抜けない。その先は良く整備されたハイキングコースで深まる秋の景色を味わいながらのんびりと歩

き、御嶽山ケーブル駅に 15:00に到着した。 

 

感想 

大岳山に登るコースの中で今回選んだコースは最も変化に富んだものと感じている。御岳山から大岳山を目

指す登山者がほとんどで山頂までは静かな山行が楽しめた。普段は花を中心に観察することが多いが、この季

節は途中樹木の名前を示す表示もあり、様々な樹木に関心を持って登ことができた。特にカエデの仲間が多く

観察できお互いに名前を確認し合うことができた。（松井公治） 

大岳鍾乳洞から大岳山に登るコースは、ちょっと長い林道歩きはあるものの、美しい沢沿いの道から眺めの

良い稜線とバラエティーに富んでいて、植生も豊かである。曇り空で山頂からの景色が楽しめなかったのは残

念であったが、季節を変えて又来たいコースである。                   （中澤(靖)記） 

 

 

■森こい倶楽部第 51回 

テーマ：「大仏切通から常盤山緑地と深沢鎌倉古道、名木巨木と常盤邸史跡巡り」 

日 時：11月 5日（日）10：00～15：30 薄曇、後晴 

参加者：山路、戸田、引田、角田、田川(裕）、塙、高田(茂）、梶浦、吉原、坂間、佐藤(淳）、鈴木(康）、 

会員外 7、久野、石川、金子、広川 以上 23 名 

コース概要：JR 鎌倉駅→          →火の見下バス停→大仏切通→一向堂公園→北条常盤邸跡→タチンダイ入口・北条

政村邸跡→（御所の内山道）→野村総合研究所跡地→峯山→（殿入に下山）→北条義政邸跡→円久寺→八雲神

大岳山山頂 

ウリカエデの黄葉 

コハウチワカエデの紅葉 
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社→大丸山→梶原口→御霊神社→駒形神社（鎌倉古道上道）→大慶寺→等覚寺→湘南モノレール湘南深沢駅→

          →JR大船駅（解散） 

開催概要 

 11 月に入りやっと涼しくなった秋の好日、鎌倉の大仏切通から常盤山緑地、梶原を歩きました。常盤山緑地

は、広町緑地、台峯緑地と並ぶ鎌倉三大緑地の一つです。 

 大勢の観光客で賑わう鎌倉駅からバスに乗り、大仏トンネルを抜けて

「火の見下バス停」で下車。バス停から常盤山緑地に入るとすぐにある

「大仏切通」は、鎌倉七口の一つで、鎌倉から深沢.藤沢、鎌倉古道上道経

由、武蔵・上信越方面に通じていました。鎌倉時代以前から深沢住民の生

活道としても使われていたそうです。スギの高木やシダに覆われた切通し

には「やぐら」もあり、深山の雰囲気です。 

 切通しを途中で北側に下りた谷戸には、北条氏常盤邸があります。第七

代執権北条政村や、その甥の連署だった北条義政などが鎌倉防衛の要衝で

あった常盤に別邸を構え、「大仏切通」などを警護したそうです。政村の館があった小高い丘のタチンダイ（館

の台）への道は崩落しており通行不可能でしたが、タチンダイ前の山襞に囲まれた湿った草叢には薄紫色のノ

ギクがひょろひょろと咲き乱れていました。湿った場所にひょろひょろと咲く薄紫色のノギク？花弁の基の総

苞は“お椀型”でした。さて、このノギクは何という種のノギクでしょうか？ノコンギク？カントウヨメナ？

ユウガギク？伊藤佐千夫の「野菊の墓」の野菊と同じ種だと思います。 

 いよいよ峯山に登ります。スギ林の下のリョウメンシダ、イワガネソウ、ヤ

ブミョウガなどを見ながら尾根道にたどり着くと、なんと、目の前に白亜のビ

ル群が突然現れました。あの野村総合研究所（野村総研）の本社跡です。野村

総研は 1965年（昭和 40年）にこの地で創建され、1988年（昭和 63年）に都内

に移転するまで、この常盤山緑地の山頂に本社屋を構えました。すごいところ

に創建したものですね。今は“強者どもが夢の跡”。 

 “夢の跡”を後に尾根道を峯山に向かいます。峯山には樹齢が 200～300 年と

推定される 300本のヤマザクラの古木があるとされ、2017年（平成 29年）から

地元のボランティア団体「鎌倉峯山の会」の方々が保全活動を開始しました。

保全活動開始前の峯山は、タケやササ、ツタやフジが絡んだヤマザクラ、林床

にはアオキと、貧相な植生だったそうですが、保全活動後、伐採により林床に

太陽光が届くようになると、セントウソウ、ミドリハコベ、ヤマネコノメソウ、カキドオシ、ヒメウズ、ノボ

ロギク、ムラサキケマン、キランソウなどが群生するように

なりました。峯山が生き返ったのですね。 

 峯山を下りたところにあるのが北条義政邸跡と円久寺で

す。この辺りは「殿入り」と呼ばれ、義政邸、政村邸などの

「御殿」がある谷戸の入口だったからでしょうか。義政邸跡

には 2 階建ての「やぐら」がありました。円久寺の庭では、

マルバハギ、ナンテンハギ、メナモミなど花々を観賞。メナ

モミの花を観るのは久しぶり。 

大仏切通 

峯山 樹齢 300年 

ヤマザクラ 

北条義政邸 2階建て“やぐら” 
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 円久寺横の八雲神社から再び大丸山を目指して登山開始。今日 2 回目の山

登り。途中で、晩秋なので息も絶え絶えのスズメバチが参加者のザックにし

がみ付いたまま飛び去りません。私たちもしばし休憩。 

大丸山を下りると梶原口です。御霊神社の裏手の坂道をまた上り詰める

と、化粧坂を上り源氏山、葛原岡神社から続く「鎌倉古道上道」に出会いま

す。古の人々に思いを馳せながら古道沿いに下り、駒形神社、大慶寺、等覚

寺など平安時代から室町時代の神社仏閣を巡ると、今日のゴール、モノレー

ル湘南深沢駅に着きました。               （広川 記） 

 

 

（1冊目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊書籍名：土偶を読む 

 ―130年間解かれなかった縄文神話の謎― 

＊著書：竹倉史人 

＊出版社：株式会社晶文社 

 

 

（2冊目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊書籍名：土偶を読むを読む 

＊編者：望月昭秀 

 

＊初版：2021年 4月 25日 

＊価格：1,700円＋税 

＊内容（1冊目）： 

「土偶を読む」で竹倉氏（人類学者、土偶は素人）

は、130 年以上にわたる研究にもかかわらず、いまだ

解明されていない「土偶の正体をついに解明しまし

た」と高らかにうたい上げる。 

すなわち「土偶は当時の縄文人が食べていた植物を

かたどったフィギュア」例えば、クリ、オニグルミ、

トチの実、ヒエ、サトイモなどであるとする。 

さらに氏は「私が『世紀の発見』に成功した人類学

者であるのか、はたまた凡百の『オオカミ少年』に

過ぎないのか、ぜひ皆様の目で判断してもらえれば

と思う。ジャッジを下すのは専門家ではない。今こ

の本を手にしているあなたである」と読者に挑戦す

る。 

 

＊執筆者：金子昭彦、小久保拓也、佐々木由香、菅 豊、白鳥

兄弟、松井実、望月昭秀、山田康弘、山科哲、吉田泰幸 

＊出版社：株式会社文学通信 

＊第１版：2023年 4月 28日 

＊価格：2,000円＋税 

＊内容（2冊目）： 

編者は「自由な発想を否定してしまったら考古学に

限らず、世界はつまらないものになってしまう。あ

ーでもない、こーでもない、と、想像を膨らませる

のも縄文時代の楽しみ方の一つだ。しかし、現在の

資料や事実に基づかない想像は、いくら楽しくても

『妄想』でしかない」として「土偶を読む」に対し

て緻密で広範な反論を展開する。

月刊ブックレビュー 

メナモミ 円久寺 



   

＊私の感想 

両書あわせて約 770ページを、わずか 3日間で読み終えてしまった。久々にわくわくしどおしの読書だった。 

次は、両者による第 2ラウンドを是非読ませていただきたい。私の目から見て、圧倒的に不利な状況に追い込ま

れた「土偶を読む」の竹倉氏がどのように反論するのか、また「土偶を読むを読む」の専門家たちが、さらに

新たなる観点を示してくれるのか。今から待ちどおしい。 

 

＊「土偶を読む」を推薦した学者やジャーナリストに対して。 

なぜ、彼らは「土偶を読む」を評価する際、土偶の専門家の意見をしっかり聞かなかったのか。同書が研究書

である以上、その評価にあたってその分野の専門家に本書に対する意見をきちんと求めることは、基本中の基

本と考える。「ジャッジするのは専門家ではなく読者」と言い放つ竹倉氏さらには一般読者に無批判に迎合して

いると言われても仕方がない。 

 

ふと、戦前の御用学者やジャーナリズムを思い浮かべてしまった。かつては国家という権威におもねり、今

は大衆という権威におもねる。今の世に蔓延しつつあるこの状況に、得体のしれない不気味さを感じる。 (狛） 

 

 

 

 

 

11月度の会員異動 

11月24日現在  会員数160名 

 

月例会がWeb会議で開催されました 

日 時：11月24日（金）19：30～21：15 

場 所：ZOOM 利用のリモートミーティング 

出席者：理事14名、監事1名、会員3名 計18名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

 

＜新規合格者歓迎会開催のお知らせ＞ 

日 時：2024年 1月 21日（日）10:00～15:00 

場 所：泉の森、自然観察センター「しらかしのいえ」 

内 容：午前にオリエンテーション、午後に自然観察会を予定しています。 

    なお、懇親会の開催については調整中です。 

    詳細は、後日 JFIK-MLにて知らせします。 

 

＜第 9回（令和 6年度）通常総会開催通知＞ 

下記の通り通常総会を開催します。 

開催場所・議題等詳細は、会報 1月号にてお知らせします。 

日 時：2024年 2月 17日（土）午後 2時間程（時間未定） 

場 所：未定。ZOOM利用のオンライン中継を予定しています。 

    なお、総会終了後、懇親会を予定しております。 

 

 

 

 

掲 示 板 
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会費納入のお願い 

令和 6年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000 円、郵送会員 4,000 円 

納入期間：令和 6年 1月 1日〜2月末日 

※恐れ入りますが、年が明けてからの納入をお願いします。 

 

=振込先=  

横浜銀行 戸塚支店（359） 口座番号：普通預金 6174917 

名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会 

（エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行の

ATM から振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

 

※【お願い】 

全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡お願いします。 

携  帯：090-6177-4020 

メール：amelieamelie92@gmail.com 
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編集後記 

はや、「しはす」この間の暑さ

が嘘のようです。それでも樹

木は、きちんと紅葉し落葉し

て来春に備えています。人間

も文句を言わずに備えなくち

ゃと思います。（かじうら） 

例年、この時季に山で家族連

れハイキングをよく見かける

のですが、今年はクマのニュ

ースもあったせいか、少ない

気がします。(松山) 
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